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2026年 2 月吉日 

 

「日本の万国博覧会 1970–2025 ＋ 描かれた未来と夢」開催のご案内 

 
文化庁国立近現代建築資料館（東京都文京区）では、2026 年 2 月 28 日（土）より、      

「日本の万国博覧会 1970–2025 ＋ 描かれた未来と夢」を開催いたします。 

 

公式ウェブサイト https://nama.bunka.go.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［展覧会名］ 日本の万国博覧会 1970–2025 ＋ 描かれた未来と夢 

 

［概要］ 

 日本では、1970 年に開催された日本万国博覧会（大阪万博）を皮切りに、これまでに 5

回の万国博覧会が開催されてきました。2025年に開催された大阪・関西万博は、それに続

く 6 回目の日本開催の万国博覧会となります。 

本展は、2025 年大阪・関西万博において文化庁主催で実施された催事「建築文化と循環

経済の未来 ～この子たちなら大丈夫～」（2025 年 9 月 9 日〜14 日）の成果を巡回展示す

るとともに、1970 年大阪万博から 2025 年大阪・関西万博に至る日本の万国博覧会の歩み

をたどる企画展です。2025 年大阪・関西万博の展示では、大屋根リングやパビリオンなど

会場を構成する建築に焦点を当て、設計図や会場写真を通して、未来社会を構想する万博

の理念を紹介します。あわせて、文化庁催事において制作された子どもたちによる「未来

の建築」の作品を展示し、次世代の視点を通して、万博のその先にある、これからの都市

や建築のあり方を展望します。 
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■基本情報 

[主催] 文化庁 

[共催] 特定非営利活動法人子供地球基金 

[企画] 株式会社エイチ・アイ・エス 

[協力] 公益財団法人 東京都公園協会 

[会場] 文化庁国立近現代建築資料館 

[開催期間] 2026年 2月 28 日（土）～3 月 15 日（日） 

[時間] 10:00-16:30、最終入構 16:15 

[入館方法] 

●展覧会のみ観覧の場合（平日のみ） 

湯島地方合同庁舎正門より入館。無料。都立旧岩崎邸には入場できません。 

●旧岩崎邸庭園と同時観覧の場合（土日祝、及び平日） 

都立岩崎邸庭園より入館。有料。旧岩崎邸庭園入園料（一般 400 円ほか）が必要。 

 

 

■展示構成 

【セクションⅠ】「日本の万国博覧会 1970–2005」―1970 年大阪万博の熱狂と希望、こ

れまでの日本の万国博覧会の軌跡 

2025年 3 月から 8 月にかけて、当館で開催した「日本の万国博覧会 1970-2005」で

は、大阪・関西万博以前に日本国内で開催された 5 回の万国博覧会―日本万国博覧会(大

阪万博、EXPO’70、1970年)、沖縄国際海洋博覧会(1975 年)、国際科学技術博覧会(1985

年)、国際花と緑の博覧会(1990 年)、日本国際博覧会 愛・地球博(2005年)―に関して、

当館が所蔵する図面や企画段階の資料を中心とした展示を行いました。 

 セクションⅠでは、同展での各万博の解説パネルおよび案内図・航空写真（中央の円形

展示台）、図面の一部を再展示します。 

［日本の万国博覧会 1970-2005 展示状況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

   
 

プレス案内 

【セクションⅡ】いのち輝く現代。2025 年大阪・関西万博の創造 

セクションⅡでは、2025 年大阪・関西万博における建築と空間構成に焦点をあて、3 種

類のコンテンツを展示します。 

（１）文化庁催事「建築文化と循環経済の未来 ～この子たちなら大丈夫～」（2025 年 9

月 9 日〜14日）で上映した、大屋根リング、シグネチャーパビリオン、休憩所・トイ

レ・サテライトスタジオ等の設計図を再上映します。 

（２）会場を彩るパビリオンは、循環経済や持続可能性への配慮、人と自然が共生する未

来への願いを込めてデザインされました。それらの中から、公益財団法人２０２５年

日本国際博覧会協会が管理する一部のパビリオン、仮設建築物の設計図を展示しま

す。 

（３）配置の展示ケースを会場のシンボル「木造の大屋根リング」に見立て、会場写真を

展示します 。ケースを一周することで、リング屋上を回遊しているかのような空間

体験を味わうことができます。 

 

          ［大阪・関西万博のシンボル、大屋根リングの全景］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影：楠瀬友将、提供：東畑建築事務所、梓設計 

 

【セクションⅢ】子どもたちが描く未来の建築と夢 

セクションⅢでは、2025 年大阪・関西万博の文化庁催事「建築文化と循環経済の未来 

～この子たちなら大丈夫～」にて制作された作品を展示します。 

ひときわ目を引く 10mの大作は、ロサンゼルス在住の志村星氏とシュローミ・J・ハユン

氏が描いた未来都市のアウトラインに、約 100 人の子どもたちが色をのせることで完成し

た作品です。 

さらに、子どもたちが描いた約 40点の絵画を、色彩豊かなインスタレーションで知ら

れる現代美術家の鬼頭健吾が展示監修。独自の視点で配置された作品群には、「未来の
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街」への子どもたち一人ひとりの想いが込められています。子どもたちと日米 3 名のアー

ティストとのコラボレーションを通して、希望に満ちた未来を展望します。 

文化庁催事「建築文化と循環経済の未来 ～この子たちなら大丈夫～」（2025年 9 月 9

日〜14 日）で実施されたワークショップの映像をロビーで上映しています。併せてご覧く

ださい。 

［大阪・関西万博で実施したワークショップで制作された作品］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左）《宇宙の中の星を繋ぐ建造物》所蔵：特定非営利活動法人子供地球基金 

右）《木の家》所蔵：特定非営利活動法人子供地球基金 

 

 

[展覧会ポスター]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問合せ 

文化庁国立近現代建築資料館 

e-mail： nama@mext.go.jp 

Tel. ： 03-3812-3401 

 

 

 


